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第５９回 フォーラム２１例会 報告 
 
■ 日時：平成２４年３月１３日（火）１８：００～ 
■ 会場：中部電力㈱若竹クラブ 
■ スケジュール 

① 演題：「EV・PHEV 充電設備の展望」 
講師：パナソニック㈱パワー機器 BU 企画部 商品企画グループ 上野 哲 様 

② ライトパーティー 
■ 内容 

１．EV・PHEV 充電の各種規格内容とその動向 
・ 国際規格 

・IEC TC69 接触式充電システム 
・IEC SC23H 接触式充電コネクタ 
・ISO TC22 SC21/IEC TC69 JWG 車両～グリット間通信 
・IEC TC64 配電設備 

・ 国内規格 
・充電システム：JEVS 改定検討中 
・急速充電器：ChaDeMO 
・充電コンセント：日本配線器具工業会規格 
・コンセント式充電スタンド：日本海船器具工業会規格 
・配電設備：内線規程 3597 節 

・ 普通充電では、コントロールのないモデルがあるが、充電用ケーブルが車固定と車載

があるが、アメリカでは認められていない。日本でも自動車工業会は禁止の方向であ

る。 
・ 普通充電でコントロール（コネクタ接続確認、接地確認、電源遮断）を持ったものに

ケーブル車載の SAE：Level1、充電インフラからケーブルを延ばす SEA:Level2、直

流充電の SAE:DC Charge がある。 
・ 普通充電のコンセントには 100V タイプがあり、航続距離 160km では充電時間約 14

時間、航続距離 80km では約 8 時間で数千円の工事費となる。 
・ 同上、200V タイプでは、航続距離 160km で約 7 時間、航続距離 80km で約 4 時間

で工事費も 100V タイプと同程度である。 
・ 一方ポール型充電器では、航続距離 160km で約 7 時間、数十万円の設備費が要る。 
・ 急速充電においては、航続距離 160km で、約 30 分、百万円以上が予想される。 
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２．EV・PHEV 充電インフラ整備に関する各種政策と整備状況 
・ EV コンセント設備では、住宅用と非住宅用があり住宅用では、スタンドタイプ、壁

付けボックス、壁付けのコントロール BOX 収納型、コンセントは発売されている。 
・ 非住宅では、住宅用と同様に発売されている。 
・ 制御装置付のスタンドタイプにおいては、非住宅用は発売され、経産省補助金対象で

ある。 
・ 制御装置付の壁用ボックスは、住宅用は発売されているが非住宅用は企画検討中であ

る。 
・ 急速充電用は、今後検討されてゆく予定である。 
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３．EV・PHEV 充電の製品動向と将来展望・課題 
    ・ 経済産業省の次世代自動車の戦略とインフラ整備のロードマップを参考にされたい。 

・ 今後の課題 
① EV/PHEV の普及 

原子力発電の停止により、昼間電力不足と夜間電力料金のアップの可能性が高 
い中、補助金制度の充実が望まれる。また、CO2 削減高価も高い。 

② EV 充電設備の普及 
車両の互換性確保、安全基準の明確化、施工基準・保守メンテナンスの標準化 
認証・課金システムの標準化が望まれる。 

③ EV/PHEV－充電器－スマートグリッド連系の標準化が望まれる。 
     

報告者 保木本 正史（㈱きんでん） 
 

 



 5

 
 

 


